
前段として今回の説明をご理解いただくうえで上でポイントとなる「小中一貫
教育」と「社会の状況」について説明します。
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・小中一貫教育とは小学校と中学校の9年間を通じた系統的な教育を指します。
・小中一貫教育というと同一の学校で１年生～９年生が勉強していると思われ
がちですが、必ずしもそういう意味ではありません。
・小中一貫教育は教育の制度であり、義務教育学校と小中一貫型小学校・中学
校があります。
・それぞれの違いは校長先生が一人か小学校、中学校ごとにいるか等の組織的
な違いとなります。
・学校の形態はどちらも同一敷地内にある併設、別の敷地にある分離いずれも
考えられます。
・今回の説明の中の「小中一貫教育」は９年間を通じて子どもを育てる系統的
な教育を指します。
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・次に社会の状況について、ご説明します。
・日本の将来人口推計ですが、こういったグラフをご覧になった方も多いと思
います。
・人口が減少することに目が行きがちですが、15歳未満人口と生産年齢人口が
大幅に減ってしまうことが重要です。
・働く人が大幅に減ってしまうことが大きな課題となります。
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・オックスフォード大学のマイケル・オズボーン教授が「AIが人間の仕事を奪
う」と論文に書いたのは話題になりました。
・本当にそうなるかはわかりませんが、ICTが進むことで「職種」「働き方」が
変わることが総務省のHPでも指摘されています。
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・このように人口が減り、働く人がいなくなることで、働き方や社会構造が変
わっていくと言われています。
・また、社会に出るすべての人が活躍する必要が出てきます。
極端に言うと、100人が社会に出て50人が活躍できるのではなく、50人しか

社会に出ないので50人全員が活躍する必要があるということになります。
・産業構造も2次産業から3次産業へと推移する中で、日本は他の諸外国に比べ
て生産性が低い、給料が安いと言われています。
・それにも関わらず学校のスタイルは変わっていません。皆さんも私も子ども
たちも同じスタイルで教育を受けています。
・そういった日本の教育がダメということではなく、社会が変わる中で、子ど
もの育て方、人材の育み方も変わらないといけない時代に入っているというこ
とになります。
・そのため、平成29年には、学習指導要領が全面的に改訂され、教育の転換期
を迎えています。
・このような時代背景があるということをご理解いただいた中で次に小諸市の
状況についてご説明します。
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小諸市の教育における４つの課題を挙げます
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・小諸市の教育における主な課題として、不登校、学力向上、学校施設の老朽
化、児童生徒数の減少があります。
・不登校、学力の向上については、先ほど指導主事の先生からご説明があった
通りです。
・私からは学校施設の老朽化と児童生徒数の減少についてご説明いたします。
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・市内には6つの市立小学校がありますが、いずれも建築後40～50年が経過し
ております。
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・学校施設の状況調査を実施しておりますが、いずれの学校も何らかの手当が
必要な状況となっています。
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・次に児童生徒数ですが、児童生徒数はピーク時の約半分となっており、市内
の小学校建設は児童生徒が一番多かった時に設計されたものだということがわ
かります。
・将来的には、さらに児童生徒数が減少する予想となっております。
・各学校ごとに数字に表すと次のページになります。
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・R３年とR13年の各中学校区ごとの集計比較となります。
・児童生徒数が減ることも課題ですが、それにともない学級数が減りことも大
きな課題です。
・芦原中学校区では2小学校が1学年1学級の単学級となり、中学校も1学年3学
級程度となってしまいます。
・施設の老朽化、児童生徒数の減少から学校施設再編の必要性が考えられるよ
うになりました。
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・再編の取り組みは平成28年の長期学校改築計画検討会から本格化しました。

13



・まずは、「長期学校改築計画検討会」の具体的な内容を説明いたします。
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・目的、メンバ、結果は記載のとおりです。
・この会で話し合われたことが、「提言１ 少子化の進展に対応した小中学校
のあり方について」「提言２ 望ましい小学校の規模は１学級20～30人前後、
1学年少なくとも２～３学級であること」
「提言３は小中学校の配置及び校区について」としてまとめられ、教育委員会
に提出されました。

・なぜこのような提言になったかを次のページでご説明いたします。
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・施設面からのみ再編をかんがえるのではなく、社会状況や子どもの減少を考
え、まずは今後の教育のあり方を考えました。それが、「子どもに体験させ、
考えさせ、判断させ、行動させる仕組みをつくる」「学年を越え、校種を越え、
指導・支援をつなげていく取り組みを進める」等となりました。
・そして、今後の教育のあり方を実現するための望ましい学校の姿は「クラス
替えができ、多くの個性に接することができる」「子ども同士の学びがある」
「十分な教員の確保と質の高い指導」等とあります。
・小規模校になると目が届きやすくなるという点は良いのですが、今後の教育
のあり方の実現は難しくなります。
また、学級数の減少は教員の減少となるので、現在検討されている小学校での
教科担任制への導入等教育的な影響が出ることが考えられます。
そのため、望ましい学校の姿として「１学級20～30人前後、1学年少なくとも
２～３学級」という提言をいただきました。
・望ましい学校の姿を実現するための手段として、通学区の見直し、統合によ
る再編、小中一貫教育の検討が必要としています。
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・広報等を通じてこれまでの取り組みを随時発信しております。
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次に長期学校改築に関する懇談会・懇話会です。
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・長期学校改築計画検討会の提言を受け、教育委員会では、各小学校区で提言
書の内容を説明、意見交換をしました。
・その結果の報告、小諸市学校改築・再編基本方針(案)の説明を懇話会で実施
いたしました。
・そして、小諸市学校改築・再編方針を策定しました。
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・基本方針の内容としては提言書を受けて、その内容をさらに深めることとし
ており、そのための組織として「学校教育審議会」を組織し、諮問しました。
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・審議会において、基本方針に沿って審議いただき、「より望ましい学校姿」
「育てたい児童生徒の資質・能力」「そのための学校の形」「実現するための
再編方法」等について答申をいただきました。

22



・答申の概要を説明します。
・社会状況が変化する中で、「どの子どもも一人一人がこれからの社会を支え
る貴重な人材」であることから、児童生徒一人一人を育てることが必要ですが、
そのためには段階的、継続的な育ちが必要です。
・育てたい子どもの資質能力を小中学校の先生が共有し、9年間を通じて一貫し
て育てる必要があります。
・そのためには義務教育学校を理想としながらもまずは小中一貫教育を実現す
ることが望ましい。としています。
・児童生徒の減少が著しい芦原中学校区の３小学校は早急に統合し、小諸東中
学校区は2校体制とすることとされています。
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・また、より望ましい学校の姿については、「見える化」することでわかりや
すく伝えるようにしております。
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続いて、学校再編検討会です。
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同時期に学校再編計画検討協議会にて再編に向けた検討資料を作成しましたが、
今回は時間も限られていますので、今後の懇話会の中でお示しする予定です。
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教育委員会で実施した学校再編検討会では、学校教育審議会から受けた答申を
研究し「小諸市学校再編基本構想」をまとめました。

27



・基本構想では、基本的な考え方として、改めて1学級20～30人前後、少なく
とも２～３学級の学校を維持することとし、児童生徒「一人一人」の学びを支
えるために小中一貫教育を推進することとしております。
・また、基本的な考え方を実現するために中学校区ごとの再編を進めることと
し、芦原中学校区の早急な統合を示しました。
・そして、統合する上での検討事項を追加しました。
・また、小諸東中学校区については、芦原中学校区再編後に検討を進めること
としましたが、小中一貫教育の導入は共に進めることとしております。

・最後に、部局横断的な取り組みについて説明します。
学校再編統合を検討する場合に、小中学校も公共施設の一部であることから小
諸市の公共施設管理の考え方にも沿う必要があります。しかし、教育社会施設
以外は、他部署の管轄であることから、総合的に考える必要があります。その
ため、一元的に検討するために、財政課とも一緒に進めていくこととしました。
・詳細は、財政課の担当よりご説明いたします。
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・最後に本懇話会についてです。
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・本懇話会の目的は、先ほどよりお話がありますように小諸市学校再編計画を
策定する上で多くの皆様のご意見を取り入れることとしております。
懇話会の中で丁寧な説明を心がけて参りますので皆様のご意見をいただきます
ようお願いいたします。
・スケジュールとしては、来年の3月までに学校再編計画案を策定するために、
月に1回から2回の懇話会を実施します。
また11月頃に視察ができないか調整中ですので、詳細がきまりましたらご報告
させていただきます。
・計画（案）策定後は、市民説明会、パブリックコメントを経て学校再編計画
を策定いたします。
・ここまで皆様の任期となりますので、ご協力をお願いいたします。

・次回は10月14日（金）18:30～長野県の教育委員会事務局の方を講師に招い
て、変わる教育についてご講演いただきます。
・次々回は10月25日（火）18:30～実際にどんな人材が社会で必要とされてい
るのか、小諸市にもラボを出されてIT人材を育成している株式会社BTMの吉田
会長を招いてお話を伺います。

引き続き皆様のご参加をお願いいたします。
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